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可
決
し
た
議
案

第
1
回
定
例
会

条　

例

市
長
提
出
議
案

◆
三
鷹
市
義
務
教
育
就
学
児
の

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

　

児
童
の
保
健
の
向
上
と
健
や

か
な
育
成
を
図
り
、
子
育
て
の

支
援
に
資
す
る
た
め
、
義
務
教

育
就
学
期
に
あ
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
者
に
対
し
、
そ
の
児

童
に
係
る
医
療
費
の
一
部
を
助

成
す
る
こ
と
に
関
す
る
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
商
店
街
の
活
性
化
及

び
商
店
街
を
中
心
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例

　

地
域
経
済
及
び
地
域
社
会
に

お
け
る
商
店
街
の
役
割
の
重
要

性
を
考
慮
し
、
商
店
街
の
活
性

化
と
商
店
街
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
一
体
的
な
推
進
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
健

全
な
発
展
と
市
民
生
活
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
住
民
基
本
台
帳
に
関

す
る
条
例

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改

　

常
勤
の
特
別
職
職
員
が
退
職

し
、
又
は
死
亡
し
た
場
合
の
給

料
の
支
給
方
法
を
日
割
計
算
に

す
る
と
と
も
に
、
退
職
手
当
の

支
給
率
を
引
き
下
げ
る
ほ
か
、

規
定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
教
育
委
員
会
教
育
長

の
給
与
及
び
旅
費
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

教
育
長
が
退
職
し
、
又
は
死

亡
し
た
場
合
の
給
料
の
支
給
方

法
を
日
割
計
算
に
す
る
と
と
も

に
、
退
職
手
当
の
支
給
率
を
引

き
下
げ
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

住
民
基
本
台
帳
の
写
し
の
閲

覧
に
関
す
る
手
数
料
を
引
き
下

げ
る
と
と
も
に
、
住
居
表
示
台

帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧
及
び

交
付
に
関
す
る
手
数
料
並
び
に

建
築
基
準
法
に
基
づ
く
構
造
計

算
適
合
性
判
定
に
関
す
る
手
数

料
を
新
設
す
る
ほ
か
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
心
身
障
が
い
者
福
祉

手
当
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ

る
個
人
市
民
税
の
税
率
フ
ラ
ッ

ト
化
の
影
響
を
踏
ま
え
、
現
行

の
支
給
水
準
を
維
持
す
る
た

め
、
一
般
障
が
い
手
当
の
支
給

制
限
と
な
る
市
民
税
所
得
割
に

つ
い
て
、
現
行
８
万
円
を
13
万 

５
千
円
に
緩
和
す
る
ほ
か
、
規

定
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ

る
個
人
市
民
税
の
税
率
フ
ラ
ッ

ト
化
の
影
響
を
踏
ま
え
、
低
所

正
に
よ
り
、
住
民
基
本
台
帳
を

閲
覧
で
き
る
場
合
が
限
定
さ
れ

た
こ
と
等
に
伴
い
、
三
鷹
市
住

民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の

閲
覧
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
助
役
を
副
市
長
と
す
る

と
と
も
に
、
収
入
役
制
度
の
見

直
し
を
行
う
ほ
か
、
吏
員
制
度

を
廃
止
す
る
な
ど
関
係
条
例
の

規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
立
幼
稚
園
の
廃
止
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例

　

平
成
19
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
三
鷹
市
立
幼
稚
園
が
廃
止
に

な
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例

の
規
定
の
整
備
を
行
う
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
功
労
者
表
彰
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

市
政
功
労
者
の
表
彰
の
方
法

及
び
前
職
待
遇
を
簡
素
な
も
の

に
し
、
対
象
者
の
範
囲
を
見
直

す
と
と
も
に
、
規
定
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
公
益
法
人
等

へ
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で

き
る
公
益
法
人
等
の
団
体
と
し

て
、
新
た
に
特
定
非
営
利
活
動

法
人
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学

推
進
機
構
を
加
え
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
常
勤
の
特
別
職
職
員

の
給
与
及
び
旅
費
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

得
者
層
へ
の
急
激
な
負
担
増
を

抑
制
す
る
た
め
、
賦
課
方
式
に

つ
い
て
、
現
行
の
市
民
税
所
得

割
方
式
を
所
得
比
例
方
式
に
変

更
す
る
と
と
も
に
、
課
税
限
度

額
を
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
感
染

症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者

に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
い
、
規
定
を
整
備

す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
議
会
議
員
及
び
三
鷹

市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
三
鷹
市
長
の
選
挙
に
お

け
る
候
補
者
が
選
挙
運
動
の
た

め
に
使
用
す
る
ビ
ラ
の
作
成
費

用
を
公
費
負
担
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、

個
人
市
民
税
及
び
固
定
資
産
税

に
関
し
て
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

◆
平
成
19
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
予
算

◆
平
成
19
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
19
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
19
年
度
三
鷹
市
老
人
医

療
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
19
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
19
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
19
年
度
三
鷹
市
受
託
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
18
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
９
億
６
千
641
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
561
億
375 

万
８
千
円
と
す
る
と
と
も
に
、

繰
越
明
許
費
及
び
債
務
負
担
行

為
の
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
平
成
18
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
３
千
476
万
２
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
146
億
７
千
961

万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
18
年
度
三
鷹
市
老
人
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　

歳
入
予
算
の
補
正
を
行
う
も

の
で
す
。

◆
三
鷹
市
立
西
野
保
育
園
建
設

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
三
鷹

市
立
西
野
保
育
園
を
建
て
替
え

る
と
と
も
に
、
延
床
面
積
を
広

げ
る
こ
と
に
よ
り
保
育
定
数
の

増
や
一
時
保
育
等
の
事
業
拡
大

を
図
る
も
の
で
す
。
契
約
の
金

額
は
、
２
億
３
千
625
万
円
で
、

契
約
の
相
手
方
は
、
村
本
建
設

株
式
会
社
西
東
京
営
業
所
で

す
。

　
　
　
　
　
　

◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

河
野　

純
子
氏
（
新
任
）

◆
東
京
都
市
収
益
事
業
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　

東
京
都
市
収
益
事
業
組
合
が

収
益
事
業
か
ら
撤
退
す
る
こ
と

に
伴
い
、
組
合
議
会
の
組
織
を

縮
小
す
る
た
め
、
議
員
定
数
を

８
人
と
す
る
と
と
も
に
、
関
係

市
か
ら
選
出
す
る
議
員
を
そ
れ

ぞ
れ
１
人
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
東
京
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
収
入
役
制
度
の
見
直
し

を
行
い
、
会
計
管
理
者
を
置
く

と
と
も
に
、
吏
員
制
度
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
収
入
役
制
度
の
見
直
し

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
総

務
委
員
会
の
所
管
事
項
に
つ
い

て
規
定
を
整
備
す
る
も
の
で

す
。　
　

◆
三
鷹
市
議
会
議
員
の
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

議
長
及
び
副
議
長
の
選
挙
、

議
員
の
就
任
並
び
に
議
長
、
副

議
長
及
び
議
員
の
退
職
等
の
場

合
に
お
け
る
報
酬
の
支
給
方
法

を
日
割
計
算
に
す
る
と
と
も

に
、
議
員
の
中
か
ら
選
任
さ
れ

た
監
査
委
員
の
報
酬
に
つ
い
て

も
同
様
の
支
給
方
法
と
す
る
も

の
で
す
。

▪
国
際
刑
事
裁
判
所
設
立
条
約

の
早
期
批
准
に
関
す
る
意
見
書

　

平
成
10
年
、
国
連
主
催
の
外

交
会
議
に
お
い
て
、
我
が
国
の

政
府
代
表
団
は
、集
団
殺
害
罪
、

人
道
に
対
す
る
罪
、
戦
争
犯
罪

な
ど
を
犯
し
た
個
人
を
国
際
法

に
基
づ
き
訴
追
し
、
処
罰
す
る

た
め
の
、
国
際
刑
事
裁
判
所
設

立
条
約
に
つ
い
て
、
異
な
る
各

国
の
意
見
を
調
整
す
る
な
ど
、

採
択
に
向
け
て
積
極
的
に
尽
力

し
た
。
し
か
し
、
我
が
国
は
国

内
法
の
未
整
備
と
加
盟
後
の
分

担
金
の
負
担
を
主
な
理
由
と

し
、
同
条
約
を
い
ま
だ
批
准
し

て
い
な
い
。
平
成
17
年
８
月
、

衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、「
国

連
創
設
及
び
わ
が
国
の
終
戦
・

被
爆
六
十
周
年
に
当
た
り
、
更

な
る
国
際
平
和
の
構
築
へ
の
貢

献
を
誓
約
す
る
決
議
」
が
可
決

さ
れ
、
現
在
、
外
務
省
を
初
め

関
係
省
庁
は
積
極
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ア
ジ
ア
の
主
要
国
で
あ
る

我
が
国
が
同
条
約
を
批
准
す
る

こ
と
は
、
同
様
に
批
准
し
て
い

な
い
他
の
多
く
の
国
々
の
批
准

を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
ほ

か
、
秩
序
あ
る
平
和
な
世
界
を

築
く
こ
と
に
も
大
き
く
貢
献
す

る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本

市
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に

対
し
、
国
際
刑
事
裁
判
所
設
立

条
約
を
早
急
に
批
准
す
る
よ
う

強
く
要
請
す
る
も
の
で
あ
る
。

▪
「
が
ん
対
策
推
進
条
例
」

（
仮
称
）
の
早
期
制
定
を
求
め

る
意
見
書

　

我
が
国
の
が
ん
罹
患
率
や
死

亡
率
は
、
と
も
に
上
昇
を
続
け

て
お
り
、
１
９
８
１
年
以
降
、

死
亡
原
因
の
第
１
位
で
あ
り
、

い
ま
や
死
因
の
３
割
が
、
が
ん

で
あ
る
。
10
年
後
に
は
、
２
人

に
１
人
が
、
が
ん
で
死
亡
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
６

月
、「
が
ん
対
策
基
本
法
」
が
制

定
さ
れ
、
日
本
で
立
ち
お
く
れ

て
き
た
緩
和
ケ
ア
と
放
射
線
治

療
の
充
実
な
ど
が
基
本
理
念
の

中
に
盛
り
込
ま
れ
る
と
と
も

に
、
が
ん
対
策
を
戦
略
的
に
推

進
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。

同
法
に
は
、
ま
た
、
今
年
４
月

の
施
行
を
踏
ま
え
、
基
本
的
施

策
を
具
体
的
、
計
画
的
に
推
進

す
る
た
め
、
国
に
「
が
ん
対
策

推
進
基
本
計
画
」
の
策
定
を
義

務
づ
け
る
一
方
、
都
道
府
県
に

対
し
、「
が
ん
対
策
推
進
計
画
」

の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
今
後
、
よ
り
実
効
性
の
あ

る
「
が
ん
対
策
推
進
計
画
」
等

を
推
進
し
て
い
く
一
環
と
し

て
、
が
ん
患
者
の
痛
み
、
苦
し

み
を
和
ら
げ
る
「
緩
和
ケ
ア
」

の
充
実
や
、
欧
米
型
の
が
ん
の

増
加
に
伴
い
、
需
要
が
急
増
す

る
「
放
射
線
治
療
」
の
専
門
医
・

ス
タ
ッ
フ
の
育
成
、さ
ら
に
患

者
に
と
っ
て
最
適
な
治
療
を
受

け
ら
れ
る
体
制
の
確
立
を
図
る

「
が
ん
対
策
推
進
条
例
」（
仮
称
）

を
一
日
も
早
く
制
定
し
、
が
ん

対
策
を
大
き
く
推
進
す
る
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
全
国
の
が
ん

診
療
連
携
拠
点
病
院
の
整
備
と

と
も
に
、
速
や
か
な
推
薦
態
勢

の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
容
易
に
複
数
の
専
門

家
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

の
充
実
や
、
が
ん
情
報
の
提
供

窓
口
の
整
備
な
ど
を
含
め
総
合

的
取
り
組
み
に
よ
る
、
患
者
の

立
場
に
立
っ
た
、
が
ん
対
策
を

推
進
す
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
本
市
議
会
は
、
東
京
都
に

対
し
、「
が
ん
対
策
推
進
条
例
」

（
仮
称
）
の
早
期
制
定
を
求
め

る
も
の
で
あ
る
。

補
正
予
算

契　

約

そ
の
他

人
事
議
案

意
見
書
（
要
旨
）

当
初
予
算

議
員
提
出
議
案

商店街の活性化に向けた取り組みが期
待される…夏まつりの風景

園
舎
の
建
て
替
え
が
予
定
さ
れ

る
市
立
西
野
保
育
園


